
逢瀬川及び谷田川流域において「第１回流域水害対策検討会」を開催

第１回検討会 開催概要

 令和元年東日本台風等で甚大な浸水被害が発生した逢瀬川及び谷田川流域において、流域治水の考え方に基づ
き、流域全体で行う総合的かつ多層的な治水対策の検討を行うことを目的に、「逢瀬川流域水害対策検討会」
及び「谷田川流域水害対策検討会」を設立。

 合同で開催した第１回検討会において、両流域の概要や地形的特性、既往洪水の被害実績、各機関がこれまで
実施してきた治水対策等について共有を図るとともに、両流域における治水対策の方向性について意見交換を
実施。

 実効性のある「流域治水」を進めていくために、両検討会において「特定都市河川」指定を含めた流域水害対
策を検討してくことを共有。

開催日：令和４年１０月１７日（月）
場 所：郡山市上下水道局 ５階大会議室及びWEB会議
出席者：(委員長)日本大学工学部 准教授 朝岡 良浩

(委 員)福島大学 教授 川越 清樹
福島大学 教授 川﨑 興太
郡山市、須賀川市、平田村、
国土交通省福島河川国道事務所、福島県の担当課長等

(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ)国土交通省東北地方整備局

【検討会内容】
 流域水害対策検討会の設立
 両流域の概要について
 両流域における治水対策について
 「流域治水関連法」概要等について
 治水対策の方向性について意見交換

【主な意見等】
 地形的特性、気候変動による災害の激甚化を鑑みると更なる対策が必要。
 個別対策の将来像や持続可能な取組という視点も踏まえて検討していく必要性

がある。
 検討会において、特定都市河川の指定を含めた治水対策を検討していきたい。

第１回検討会 開催状況

特定都市河川法の概要等（検討会資料から抜粋）

令和元年東日本台風時の航空写真（検討会資料から抜粋）
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お お せ が わ や た が わ


